等 夫婦と も、 髪 は 金色で 碧い 眼 を 持って いるのに、 生 

れた フランツ ばかり 何故か 黒い 捲 毛と 黒い 眼 をして い 

るから だと、 はっきり 分った のであった。 

全く、 フランツ は、 ひとに よく 目 をつ けられる 児に 

なった。 

村に は 彼の ほかに 沢山、 黒 毛で 黒い 眼 をした 男の児 

がいる。 それ だのに 誰も それ 等の 児に は 目 をと めない。 

村の 者で も、 町から 用事に 来た 者で も、 フランツ. ョ ー 

ストの 小さい 顔 を 見る と、 この 世で 初めて 髪 や 眼の 黒 

い 子供に 出逢った ように 長い間 じ つ と 彼を視 た。 



「連れが なかろうと 思つ たんで、 一寸よ つて 来て やつ 

た」 

彼 は、 卓子の 前に 腰 を 掛けた。 そして 少しの 間ば つ 

の 悪そう に 剛ぃ髭 を 指先で 撫でて いたが、 やがて フラ 

ンッに 云い 始めた。 

「今夜 は 滅法 好い 声で 唱 つたな」 

彼 は 衣囊を さぐり、 一 挺の 小刀 をと り 出した。 

「ほら、 今日の 祝いだ。 失く さない ようにし ろ」 

フランツ は 嬉しそう にに， J にこした。 

「ほう！ 両刃 だね」 

ルイザ は、 卓子の 彼方 側から、 熱心に 父子 を 見守つ 



フランツ は、 手一杯に 拡げた もの を ルイザの 方に 向 

つま 

けた。 一目 見て 彼女 は 息が 窒 りそうに なった。 それ は 

聖画、 しかも 先刻 会堂で、 彼女が、 その 中の 基督が フ 

ランツ か、 フランツ がその 救 主 かと 震えな が ら 見た 少 

年 イエスが 博士 達と 問答 をして いる 画であった。 

ハンス は、 ルイザの 愕 きを わざと 見ない ふりで、 フ 

ランツに 何気なく 云った。 

「腕 一 ^だな 協 堋 に 下げて 見よう」 

彼 は フランツ を 助けて、 二つの 壺を 重し に 使い、 棚 

から その 聖画を 下げた。 燈の 工合で 陰翳が 濃くな リ、 

遠くから 眺める と、 若い イエスの 唇から は 今にも 活々 



別な 相貌 を 与え、 神の 子を顕 させよう とする のか。 ま 

たは、 本当に 恐ろしい 悪魔の 力が 自分に 悪戯した の だ 

) ) ^ o 

ろう 力 

フランツ は、 寝床 を 出て、 水の ような 光りに さらさ 

れ ている 木の むき 出しの 床に 跪いて 永い こと 祈った。 

寥 しい、 胸の 引き しめられる 苦し さが 起って、 彼 は 涙 

を 流した。 

もう 到底 平気で 父に 貰った 聖 画の 基督 を 見る こと は 

出来 なくなった。 万聖 節の 晚、 父親が 何故 あの 絵の 傍 

に 自分 を 立た せた か 解る とともに、 その 記憶 は、 彼に、 

いくら 十字 を 切っても 切り きれない、 堪え難い 心 持 を 
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